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黒田清輝、久米桂一郎宛
　
藤島武二書簡（一）
　
凡
　
例
　
以下に、黒田清輝、久米桂一郎宛藤島武二書簡を翻刻する。翻刻および解題は児
島薫
（実践女子大学教授）
が担当した。翻刻にあたっては以下の点を配慮した。
一、所蔵の明記のない書簡はいずれも東京文化財研究所の所蔵である。二、本文の行取り、文字は原則原文通りとし、影印版と照合できるように配慮した。三、文中には適宜、読点
（、 ）
を加えた。
四、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のまま た。五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名 丶で、漢字は々で示した。 。六、抹消・訂正の文字がある場合 文字が判明するものについては本文にそ 文字
を記し、左傍に〃を付した。
七、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示した。
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１．黒田清輝宛藤島武二書簡
（明治二十七年四月七日）
　
藤島が大下藤次郎のために書いた黒田宛の紹介状。封筒には切手が貼られておら
ず、住所も津時代のものとして知られている塔世西裏ではない。おそらく藤島のこの書面は、藤島から大下宛 封筒に同封し 送られ、そして大下が自らの書面と共に黒田に送ったのであろう。消印がないため、発 年が不明であった。しかし黒田が帰国し、藤島が入れ違いに津に赴任したのが明治二十六年七月 り、また同封されていた大下の名刺の住所が本郷区真砂町であるが 大下は二十七年八月から九月に真砂町から追分町に転居したので、藤島の手紙は明治二十七年四月に書かれたものと判明する。また大下 明治二十七年 日記に「四月二十四日新帰朝者アンプレショニズムの画家黒田氏を訪ひ作品を見る」と記しており、こ が藤島の紹介よる訪問であったと考えられる
）（
（
。藤島が津に赴任する以前、いつどのように大下と
出会ったかは不明である。大下の名刺に 大下の名前の右に手書きで真野紀太郎の名前が書き添えられている。　
藤島は津に赴任して半年以上の間、この京口町可幾屋に寄寓していたとみられよ
う。使用している赤い紙の封筒は津時代に共通する。
　（
（）　
大下の動静、日記については島根県立石見美術館川西由里氏のご教示による。
此手紙を持ちて参り候者ハ僕が嘗而知つて居た人たちだ、此頃其地ゟわざ〳〵手紙をよこして君の所ニ行ひて画が見たいから添書書いてくれとの事だから書く久敷君等のた
　
真野紀太郎
　
大下籐次郎
　　　
本郷區眞砂町
　　　
三拾八番地
明治二十七年四月七日付
封書
（縦一六・三㎝、横五九・五㎝）
名刺（縦八・四㎝、横四・三㎝）
△
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よりを聞かぬが変ハる事もないか昨今写生の好時節筆とる度ニいつも君等の事を思ひ出す久米先生ニも宜敷傳へて呉れ　　
四月七日
　　　　　　
藤しま
　
黒田雅兄
　　
麹町区平河町六丁目十四番地
　　
黒田清輝殿
　　
親展
　　　
三重県津市京口町
　　
可幾屋方
　　
〆
藤島武二
　　
四月七日
封筒（縦一九・一㎝、横七・一㎝）（表）（裏）
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黒田清輝宛黒田清綱書簡
（明治二十七年十一月二十一日）
　
清綱の手紙は黒田が十六日付で送った手紙への返信。清輝は日清戦争に画家とし
て従軍するために広島の大本営に向かったが、現地で足止めのままなかなか戦地に渡ることができなかった。この様子を書き送ったことに対し、清綱は、直接溝口なる人物に会って様子を聞くことを勧めている。清輝は十九日付の久米宛の手紙で宮島の紅葉谷 来て写生をしている様子を述べており
）（
（
、清綱に宛てた十六日の手紙に
もこれから宮島 行くこと 書き送ったのであろう。清綱から宮島がどうであったかと尋ねている。また新聞での明治美術会 評判がよかったことを伝えている。　
黒田はこの後、十一月二十九日に豊橋丸で山階宮殿下と同船で出立する
）（
（
。
　
清綱は清輝の留守中に届いていた明治美術会からの礼状と藤島からの葉書を同封
して送っている。（
（）
「蹄の痕（一） 」 『黒田清輝著述集』東京文化財研究所編、二〇〇七年、一九七頁（
（）『黒田清輝日記
第二巻』 、中央公論美術出版、一九六七年、三五二三五三頁。
過ル十六日之貴札相達忝
カ致被見候、逐日冷気
相増候得共弥即壮康大慶存候、出發期限も一向不 分 由、嘸御退屈之筈存候
　
高嶋
當地出立もいまた治定不致候由、あまりに待遠　　　　
進退之儀
可有之候猶龍山氏御伺被成候はば模様相分り可申候哉、溝口御面會直相御聞取給 由同人も既ニ渡航被致候趣同人ゟ直相御聞給候通當地一同無事罷在候御安意可給候、大雅堂
明治二十七年十一月二十一日付封書
（縦一六・三㎝、横六二・三㎝）
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画買入被致候由、序に御送致給度一覧致度存居候、宮嶋見物如何候哉、別帋書状到來候ハバ差送申候、油画展覧會ニ付新聞誌切抜被遣一覧候處随分評判も宜く致大慶
　
　　　　　　　　　　
先は
右迄
　
早々如此候
　
尚餘ハ期
後音候也
　
頓首
　
十一月廿一日
　　　
清綱
　
清
輝殿
　　
廣島市停車場前鶴水館
　　
黒田清輝殿
　　　
東京麹町区平河町
　　 　　
黒田清綱
　　　
十一月廿一日
封筒（縦二三・九㎝×横九・五㎝）（表）（裏）
△
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黒田清輝宛花房義質書簡
（明治二十七年十一月十二日）
　
父清綱が自分の手紙に同封して清輝に送ったもの。
　
明治美術会会頭花房義質からの参考品出品に対する礼状。展覧会に関する新聞記
事の切り抜きも届いたようである。封書には切手が貼られておらず、作品返却と共に持参したのであろう。この年の六回明治美術会展の目録は不明のため参考 の内容は不詳。久米桂一郎は黒田へ 仏文手紙に「今朝、上野の展覧会の作品を取りに来たよ。親爺の習作
（点と、
『ゴジサク』 〈御自作〉の額縁を
（点渡しておいた
」
）（
（
と
記しており、この時久米は「親爺」 、つまりラファエル・コランの習作を出している。（
（）
東京文化財研究所企画情報部編『黒田清輝フランス語資料集』東京文化財研究所、
二〇一〇年、二八五二八六頁所収、
C
0（（ 。
拝啓益々御清勝恭賀此事ニ候、陳者本會ノ主旨御賛成被成下、当秋季展覧会へ 所蔵之繪画参考品トシテ御出陳被成下会場之光彩ヲ増シ学術上ノ裨益不少
明治二十七年十一月十二日付封書
（縦一八・四㎝、横五五・六㎝）
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会員一同深く感謝致候右奉謝ノ為メ謹而寸楮ヲ裁シ候
　
敬具
十一月十二日
　
明治美術会々頭
　　　　　　　
花房義質
　
　　
朱文方印「明治美術會々頭之印」
黒田清輝殿
糀町区平河町六丁目十四番地　　
黒田清輝殿
　　　　
上野公園
　　 　　　
朱文方印
　　
「明治美術会展覧会章」
封筒（一九・八㎝×七・五㎝）（表）（裏）
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黒田清輝宛藤島武二葉書
（明治二十七年十一月十九日）
　
清綱が二つ折りにして同封したもの。藤島は前年の七月三日付で三重県尋常中学
校助教諭に任じられ
（東京芸術大学所蔵履歴書）
津に赴任していた。葉書は、夜眠れ
ないまま東京の黒田たちが制作している様子を思い、孤独と焦燥にかられていた心理状態を伝える。帰宅を待たずに職場から矢も立てもたまらず葉書を出したようであるが、黒田は日清戦争に従軍するため留守であった。文面か は、藤島が黒田、久米と既に親しい様子をうかがえる。
昨夜寝られぬまゝに頻ニ君の事が頭ニ浮んだよ此頃如何ニ暮して居るか何か面白きものが出来るかね、久米兄 も宜敷言つて置てくれ東京麹町区平川町六丁目十四番地黒田清暉殿
　　
三重縣尋常中
　　
学校ニ而
　　　　　
藤島武二
　
十一月十九日
明治二十七年十一月十九日付葉書
　　
（縦一四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
３．黒田清輝宛藤島武二葉書
（明治二十八年一月一日）
　
明治二十八年の年賀状。当時黒田はまだ日清戦争に従軍中である。 明治二十八年一月一日付
　
葉書
　
　　　　
（縦一三・九㎝、横八・九㎝）
（表）（裏）
謹賀新年　　　
三重縣津市
一月　
元旦
　
藤島武二
東京麹町区平川町六丁目十四番地黒田清暉殿
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４．久米桂一郎宛藤島武二書簡
（明治二十八年九月十日）
東京国立博物館蔵
　
封筒に記された藤島の住所は、津市塔世西浦六十二番である。陰里鉄郎氏の調査
によれば当時の地図などでは「塔世西裏」と表記されている場所であり、現在の津市北丸之内にあた
る
）（
（
。藤島は多く「西浦」と記すが、 「西裏」と記すこともある。
久米の住所は結婚前に住んでいた京橋区三十間堀二丁目である。　
内容は久米からの手紙への返信である。文面から、久米は前便で、黒田が既に従
軍から帰っていること、秋の展覧会を一層盛大におこないたいことなどを述べていたようである。 「今回兄等御計画」が何を指すのかは不明であるが、翌年の白馬会結成のこと ならば、従来知られていたよりも早くから黒田らが新団体結成の構想を抱いていたことになる。あるいはこ 後の手紙 語られる展覧会出品作の画集制作のことを述べている可能性も 。藤島は制作への意欲を語りなが も、都会を離れた地で洋画を描く の困難を訴えている。それでもようやくモデルを見つけて制作中であること 伝えている。封筒には藤島の写真が封入されていたようであるが現在は不明。（
（）陰里鉄郎「画家たちの津（一） 」 『陰里鉄郎著作集
（』一艸堂、二〇〇七年、四六
六〇頁。
先月廿八日御投函の貴書其翌日正ニ拝誦いたせしなりさて兄等の安否ハ不絶心ニ掛かり居れど兎角慚性の事とて何時も疎𤄃ニのみ打過き甚だ不本意之次第、平ニ御海容祈る所ニ候黒田兄ニも既ニ御帰京との事、都の賑ひを壮と奉察候秋期展覧会も本年ハ一層盛大ニなされ度き思いに無此上慶事と奉
明治二十八年九月十日付封書
（縦一七・二㎝、横一五〇・五㎝）
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存候右ニ就き而ハ充分の御盡力特ニ兄等に向つて切望する所なり今回兄等御計画僕も大賛成ニ有之殊ニ兄等の馬前ニ打じに致し候事ハ平素の本懐ニ候間、充分奮発出品致し候
　
御高教を仰
き度存居候得共何分ニも御存知の通りの哀れなる境遇ニ而ハ、何時も満足なる製作も不出来残念之至ニ御座候僕等ハ実ニ技術の △
上の苦心よりハ其れを準備する迠の困難多く、何時も大ニ閉口いたし候さりながら今回の御盛擧を賛成しながら全く出品致さぬも口惜しき次第なれバつまらぬ物でも一二枚出品致度、今一枚ハ此頃漸くモデルを得て目下折角製作最中なれバ開会迠ニ出来上る者かどうだか知らず候 △
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封筒（縦一九・〇㎝、横七・六㎝）（表）（裏）
黒田兄へも存外御無沙汰ニ打過き居り候間兄ゟ宜敷御鳳聲奉候尚折々手紙をくれ給ハんこと単ニ希望する所なり愚照進呈御笑納被下度兄等の撮礼御恵送是祈る　
九月十日
　　　　　
藤島武二
久米大兄　　　　　
研北
東京市京橋区三十間堀二丁目
　
久米桂一郎殿
　
　　　
冩真入
三重縣津市塔世西浦六十二番
　
　　
藤島武二
　
九月十日
　　　　　　
△
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（．黒田清輝宛藤島武二書簡
（明治二十八年九月二十二日）
　
この書簡については陰里鉄郎氏が既に翻刻し詳しい解説を加えており、それを参
照し
た
）（
（
。 「博覧会」とは京都で開かれた第四回内国勧業博覧会を指し、藤島は、黒
田が京都に審査官として滞在中に会いに行きたかったが行くことができなかったと述べている。博覧会には、黒田が《朝妝》を、藤島は《御裳裾川》を出品していたが、藤島は展示を見ることができなかったこと なろう。文面からは、黒田は妻を京都に残して上京していたようである。明治二十八年三月から八月にかけての久米桂一郎、杉竹二郎らの手紙によって、黒田が京都松原通大和大路東二丁目興善寺町小谷義 邸旧水口屋敷に新婚の妻と住ん いたことがわかっている
）（
（
。
　
また「既ニ兄が知つて居る通り」とあるように、黒田はこれ以前に津を訪れてい
たことになる。これについても陰里氏は『黒田子爵追懐座談会』のなかで黒田と久米が津を訪れた際に藤島 西洋料理をご馳走した 話 いたことから、これが津の偕楽公園の津公園倶楽部であったこと 明らかにし いる。　
画材の入手も困難であり、批評してくれる相手もいない場所で制作する孤独を訴
え、黒田 写真を送って欲しいと頼んでいる。（
（）　
前掲、陰里鉄郎「画家たちの津（一） 」 、四六

六〇頁。 「画家たちの津（二） 」 、
六一六五頁。
（
（）　
東京文化財研究所企画情報部編『黒田清輝フランス語資料集』東京文化財研究所、
二〇一〇年、二九〇頁三〇七頁所収、
C
0（（

C
0（（ 。
拝啓其後ハ絶而御疎濶ニ打過き多罪、御海容之程奉願候。博覧会閉場迠ニハ是非出京いたしお目ニ掛るべき考えなりしが、いろんな差支へニて遂ニ其意を不果、今に遺憾ニ存じ居るなり此頃ハ又吾妻の風月ニ吟嘯なされ候由ニ承り、何時もながら貴兄の悠然自適之趣羨望不堪候令室ニハ今猶京
明治二十八年九月二十二日付封書
（縦一七・一㎝、横一四〇・〇㎝）
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都ニおハすとやら申せバ、貴兄ニハ當分同地方ニ御住ひの思召なるや伺ひ度きものなり僕も不相替なニかしらん絶へず描いてハ居れども誰れも悪口言つてくれる者無きニハ実ニ閉口するなり何時も俗子の賞賛増々魔界ニ導かるゝ心地して不愉快 不堪偶々自分自らを鼓舞して着手たる畫も萬事不如意之為め種々困難を經なければならぬ、素ゟ一面を經営すること △
何人ニも容易の業ニハ非るべくも、僕等ハ実技術の上ニ注げる苦心よりも寧ろ其準備費す困難多く、亦何時も心ニ副ハさる為め半途ニ而切裂かんかと思ふ作も老母の悲みを恐れて無理ニ公衆の前ニ出陳すること如何ばかり不愉快のものとかハ知る此頃 秋期展覧会物をやつて居るが、是もめちやくちやな物だ若君其地ニて一見したら充分悪口を聞かしてくれさて京都ニ帰る折ニハ立寄つ ぬか、既△
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九〇
兄が知つて居る通り當地ハ別ニ見るべき景色も無いが山田から二見の辺迠行けバちよつと好ひ所もあるよ今一つの願ひハ兄の冩真一葉を恵み給ハんこと是れなり、荒野ニ捨てられたる如き境遇ニ立てる僕の當時の標燈ハ、兄等を景慕するの一念みた様なものだ　　　
九月廿二日
　　
藤島武二
　　
黒田盟契
　　
　　
研北
封筒（縦一九・三㎝、横七・一㎝）（表）（裏）
東京市麹町区平河町六丁目十四番地黒田清暉殿　　
親展
　　　
三重縣津市塔世西浦
　　　
六十二
固
　　　　
藤島武二
　　
九月廿二日
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九一
（．久米桂一郎宛藤島武二書簡
（明治二十八年十月十一日）
東京国立博物館蔵
　
文面からは黒田はおそらくまだ京都に妻がおり、東京と京都とを往復していた
様子である。　
この年の明治美術会秋期展覧会は十月十日から始まっており、十月二十二日印
刷、二十五日発行の展覧会図録では、藤島は「一四九
　
少女、一五〇
　
一竿風月、
一五一
　
風景」の三点の油画を出品したことになっており、 「一四九
　
少女」 、 「一
五〇
　
一竿風月」の二点の縮図が掲載されている
）（
（
。手紙では藤島が、開会後は作
品を受け付けない規則を知りながらも、作品を送ってしまったことを久米に伝えている。ただし一点は額が間に合わないので出 あきらめたので取り消して欲しいと述べている。なお図録には「秋期展覧会委員」として松井昇、 菊地鋳太郎、久米桂一郎。岩村透の名前が掲載されており、年齢の若い久米が実務の多くを担っていた可能性が高い。　
また藤島は久米の母の具合が良くないことを案じており、翌年亡くなることに
なる久米の母が、この頃既に病気であったことがわか また地方に住むため油彩画の材料がなかなか手に入らなかったようであり、画材用の油 精製方 教えて欲しいこと、展覧会の図録ができたら送ってほしいことを頼んで る。（
（）青木茂監修『近代日本アートカタログコレクション
00（
明治美術会』二〇〇一年、
三〇九頁三五六頁。
　
黒田ハ既ニ京都ニ
　
行つた乎
展覧会も既ニ開かれたことならんが君等ハ掛りだけ相應ニ繁忙のことならんと察せらる所でどんなことだ此度ハ随分好ひものがたんと集つたかね、暇が出来たら景況をしらしてくれ給へ
　
僕の畫ハ毎度ながらめ〃
ーめめちゃくちや
な物さ何分ニも暇が得られぬで閉口したぐつぐつして居る内開会期日も近寄
明治二十八年十月十一日付封書
（縦一五・九㎝、横一四八・四㎝）
△
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九二
るし不図思ひ付ひて規則書を見たら開会後ハどんな事情かあつても受付けぬとのことがあつたから初めから面白くもなひ図だし出すのを止めにし様かと思つて見たが、君ニ背約するのも残念だ儘よ構まふことハなひと覺悟して、出来上りもしないひのを送つてしまつた、目録ニ書ひてあつた今一枚の絵ハ縁が間ニあハなひで遂ニだめ、君宜しく
取消して置ひてくれ僕の此度の畫ハ到底話ニもならん次第素ゟ批評の限りでなひが、君若彼れに依つて他を推し僕の欠点を見出したら遠慮なひ所で悪口を聞かしてくれぬか、開化的の御世辞ハ真平だが君等の悪口なら幾らでも聞く気だ美術界のごた〳〵世ハそろ〳〵面白く成りそめたと見へる、兄等宜敷しつかりやつゝけてくれ給へ △
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九三
却説君の母君ニハ此頃餘り勝れ給ハぬとか聞ひたが君も嘸心配なことだらふと察する、何卒速ニ健康ニ回復せられんことを祷る君ニ一つ聞きたひことがある
　
石油の簡便
なる精製法ハなひかね
　
つまり絵ニ
つかへる位ひ迄ちよつと素人で仕上る工夫だあるなら知らしてくれぬか今一つの願ひハ絵入△
目録が出来上つたら送つて貰ひ度ひものだ十月十一日
　
　　　　
藤島武二
久米賀契
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九四
封筒（縦一九・一㎝、横七・六㎝）（表）（裏）
東京市京橋区三十間堀三丁目
　久米桂一郎殿
　
　　　　
親展
　
三重津市塔世西
　
浦六十二
　
固
　　
藤島武二
　
　
十月十一日
藤島武二《一竿風月》　
明治 （（ 年明治美術会秋期展覧会目録所収縮図（『近代日本アート・カタログ・コレクション 00（　明治美術会』ゆまに書房、（00（ 年）
藤島武二《少女》
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九五
７．久米桂一郎宛藤島武二書簡
（明治二十八年十月二十一日）
東京国立博物館蔵
　
前便では藤島が展覧会が始まるぎりぎりに作品を送ったこと、額縁が間に合わな
い作品の出品をあきらめたことを久米に知らせていたが、その後に久米から手紙が届いた模様である。おそ く久米が額を東京であつらえるから送るようにと伝えたのであろう。途中で止めた《一竿風月》に慌てて手を入れ、もう一点《失恋》なる作品と共に二十日に送ったと伝えている。図録はもう印刷にかかっている時期であったため、 《失恋》は出品リストに掲載されていない。久米が藤島の出品のために助力し 様子をうかがい知ることがで る。
油絵二面昨日送り出して置ひた、二十三四日頃ニハ届く筈だから面倒ながら届ひたら早速其旨端書で知らしてくれ僕之画ハ前後孰 もまづひものばかりではづかし 譯だ一竿風月之方も縁が到底間ニ合ハぬので半途で止めにして置ひた處に君の手紙ニ接して、又急ニ生き回つて書出している出す少し前ニ筆を畱めた次第さまだ
明治二十八年十月二十一日付封書
　　
（縦一五・九㎝、横九六・六㎝）
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九六
充分仕上るニハ暇が入ルことだがそんな して居られぬから済まぬことながら好ひかげんニして間ニ合ハした次第だ女ノツラの方ハ題が入るなら「失
○
○戀」とでも
して置ひてくれつまり女がほれた男ニ捨てられて取乱した姿だ
　
直段ハ
二十円だ此〃
間の□頼んだ会社
□〃
□なまけで
右之荷が着ひたら配達料
（
ツマリ其地ノ
　　　　
会社から上野迠ノ届賃
）
△
と云つていくらか取るだらう、会之方でハ無論出せまひから君出して置ひてくれ此間のハ此地で拂つて置ひたが其地で又請求しハしなんだか此度ハ会社 違ふから此地で拂ふ譯ニい ぬとの事だ
　
君ハも
〃
何時も会の
方ニ居ることもなからうから誰かつめ切りの人ニ頼んで置ひてくれ十月廿一日
　　
　　　　　
武二
久米大兄
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九七
封筒（縦一九・〇㎝、横七・六㎝）（表）（裏）
東京市京橋区三十間堀二丁目　
久米桂一郎殿
　　　　
親展
三重津塔世西裏六二〆
　
藤島武二
　
十月廿一日
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九八
（．黒田清輝宛藤島武二書簡
（明治二十八年十月二十二日）
　
この書簡についても陰里鉄郎氏が読み下し、詳しく内容を紹介している
）（
（
。
（の
九月二十二日の手紙で藤島は黒田に写真を送ってほしいと頼んだが、この手紙によって、黒田がそ 後東京から藤島に手紙を出していたこと、次いで京都から写真を送 いたことがわかる。
（の手紙で黒田に京都住まいを続けるのか
と尋ねていたが その後の手紙で、黒田は藤島に、京都に当分留まること、写真師の松原の家に仮寓する を知らせたようである。十月十日付で久米が黒田に送った仏文の手紙はまだ水口屋敷宛てであり、 「夫人 よろしく」と書き添えている
）（
（
。したがって黒田が水口屋敷を出て夫人と別居したのは十月半ば頃であった
とみられる。　
藤島は東京で自分が死んだという噂が流れていることを久米から聞いたことを
自嘲気味に述べ、死んだような境遇な らも絵かきにな 強い希望を持っていることを訴えている。京都に出かけて黒田の指導を受けたいが、黒田の身辺の事情を図りかねており、京都で新しい女性と暮らしていたら迷惑なの はないかなどと様子をう がっている。こうし 文面から、黒田が妻と別居、あるい 離婚したこ を既に藤島に伝えていたよ である。（
（）　
前掲、陰里鉄郎「画家たちの津（一） 」四六

六〇頁、 「画家たちの津（二） 」
六一頁七五頁。
（
（）　
東京文化財研究所企画情報部編『黒田清輝フランス語資料集』東京文化財研究
所、二〇一〇年、三〇八三〇九頁所収、
C
0（（ 。
過日東京から給ハリし手紙を拝誦し今又京都ゟ尊照を恵送さるゝニ接す、深謝々々久し振りニ而賢兄に會ひし心して感喜措く不能兄ニハ當分京都住ひの積りとかさすがに花ハ京都ニ限ると見へる東京ハ此頃展覧会で相應ニ景気も好ひとか聞く僕も例のまずひのを三四枚出して置ひた
明治二十八年十月二十二日付封書
　
　　
（縦一五・八㎝、横一一一・四㎝）
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九九
是れでも矢つ張り絵かきに成る気とハ随分推しの強ひ話だが、持たが病ひ何かの因果ならんとあきらめて往生して居る事だ先頃東京で僕が死んでしまつたとの風説が切りに行れたと久米から云つて来たが、成程僕もそう聞ひて見れば全く僕ハ死んで居るに違ひなひよ、僕の今の境遇から考へて見ても △
死んだと噂があるのも無理ハなひ話だ亡者の施餓鬼も功徳ニなるだろう、偶ニハ手紙をくれ給へ此冬期休業頃 ハ是非出掛けて行つて少しでも兄の示
〃
引導
を受け度ひと思へど其頃行れてハ君の方でちと迷惑かね兄の当時の宿所は松原とか云う写真屋か京都は君の無窮の希望を満たすべき無〃
限の□自然の友
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一〇〇
ハ得らるべきも時に無限の愁を慰むる人の友ハ得られまじそれとも優しき物言ふ花の友やある十月
　　　　　　
武二
　
廿二日
　　　
黒田大兄先生
封書（縦一八・八㎝、横七・五㎝）（表）（裏）
京都圓山公園冩真師松原方　　
黒田清輝殿
　　　　　
侍史
　　　
三重津市塔世西浦
　　　
六十二
固
　　　　　
藤島武二
　　　
十月廿二日
△
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一〇一
（．久米桂一郎宛藤島武二書簡
（明治二十八年十一月三日）
東京国立博物館蔵
　
これまでの書面から、藤島の明治美術会展出品作品が会期初めに間に合わなかっ
たこと、二点は額に入れずに送ったことがわかった。この手紙で藤島は目録を見た感想を長々と述べているが、本当の用件は、久米が安く額をあつらえて出品をしてくれたことへの礼と、その代金をまだ払えないことであ ことが読み取れる。文中の久米の「漁村 朝の風景」は目録「一二〇、秋陽海村に昇る」で ろう。　
この手紙の前には、久米から藤島に、展覧会に遅延した作品が多いことについて
「悪口」を述べた手紙を送っていたようである。久米は黒田にも十月十日付のフランス語の手紙で「今日は展覧会の開会の日だ。すで 到着した作品がおよそ百八十点、遅れて着る作品が五十点から六十点ある
）（
（
」と書き送っているので、非常に多く
の作品が開会に間に合わず、展示の苦労があったことであろう。（
（）　
東京文化財研究所企画情報部編『黒田清輝フランス語資料集』東京文化財研究所、
二〇一〇年、三〇八三〇九頁所収、
C
0（（ 。
此間から君に手紙を書かう〳〵と思ひながらつい沙汰無しに打過きた過日よこした君の書中出品遅延之悪口実ニ閉口の外なしいや此類の悪慣習僕等も常ニ感することが多ひが矢ツ張自分でもやらかして居る赤面之次第だよ處で出品目録も正ニ届ひて見た、何分初の事なのでどうだかと竊かに心配して居たが
明治二十八年十一月三日付封書
　　　
（縦一七・九㎝、横一六五・二㎝）
△
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一〇二
意外ニ体裁良く出来たから僕等迠も愉快でたまらぬ位□
〃
のなので
君等の骨折りを謝さねバならぬ次第だ何卒此事ハ後来毎秋出版する事ニきめて段々発達させ度ひ物だ僕等のと其他二三の最も拙劣のものを除くの外ハ皆相應ニ面白く出来たよ、其中原画の方が却つてまづくハなひかと想像さるゝのもある様だが縮図で見た所で 存外うまく出来て居るので△
感心したのもある、只遺憾ニ思ふのハ数の少なひ事だ数ある中で最もたのハ君の海
〃
漁村の
朝の風景だ、是等ハ縮図で見ても面白ひが原画を見たら一層愉快ならんと思ふ、その他の作もなかなか面白ひよ。黒田諸作素ヨリ敬腹之外なし黒〃
田当人ハ古ひくづを澤
山出して置ひたと云つてよこしたが野遊びの図などハ随分骨の折れた物だろうと思ハるだがおのづからなる趣きハ田舎の豕屋ニ無雑作ニ豕のつるさがつて居
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一〇三
る處
〃
など、多く人巧を
経ぬ處、却つて面白ひかと思へど如何のものニや何代
シロ
体裁、製版共ニ申分
なし、当地でも見てほしひ云ふ者が澤山ある、執れ銘
〃
々各自ニ
注文す ことゝ思ふ斯道奨勵之為亦廣め為ニハ目録出版ハ最も能
〃
良き一方便ならんと信ず。額縁之事ハ種々心配を掛けて済まなひ譯だ代価も至極やすく出かしてくれて難有候早速送るのだが今少し都合が悪ひから少し待つてくれ十一月三日
　　　　　　
武二
久米大兄暇之折ニハ目録ニ洩れたる諸先生の妙作之評判しらしてくれ給へ
△
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封筒（縦一八・三㎝、横七・六㎝）（表）（裏）
東京市京橋区三十間堀二丁目
　
　
久米桂一郎殿
　
　　　　　
親展
　　
三重縣津市塔世
　　
西浦六二
　
〆
　　　
藤島武二
　
　
十一月三日
黒田清輝《野の遊》 久米桂一郎《秋陽海村に昇る》
明治 （（ 年明治美術会秋期展覧会目録所収縮図（『近代日本アート・カタログ・コレクション 00（　明治美術会』ゆまに書房、（00（ 年）
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一〇五
（0．久米桂一郎宛藤島武二書簡
（明治二十八年十一月三十日）
東京国立博物館蔵
　
前便で支払いを待ってもらっていた額代を送ることができたためか、晴れ晴れ
とした文面である。さらに久米に絵の具、 石油
（溶き油）
、 展覧会図録を頼んでいる。
藤島は久米を通じて外国製の絵の具を入手していた様子であり、 一連の手紙から、久米が非常に面倒見の良い人物であったことがわかる。
展覧会も大分盛んであつた様子ニ新聞などにも見えて居たが兄等の折
〃
骨折察せらる
時に額縁代ハ種々兄に心配掛けて置ひて大ニ延引して済まなひたしか二円五十戔だと覚えて居たからそん丈送つて置ひた受取つて置ひてくれ給へ僕の本年の出し物ハ申譯ニもならぬ品バかりで大ニ面目なき次第
明治二十八年十一月三十日付封書
　　　　　　　
（縦一七・三㎝、横一〇三・二㎝）
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来年の春期迠ニハちと覺束なひが秋期迠ニハいくらか精出して少しハ画ニ似た物でも出して見たひ積りだが、それもどうやら覚束なひ話しだ兄等の派も大分世間ニ歓迎されて来た様子ニ見えるが実ニ結構な事だ此前兄から分けて貰らつた絵之具が又ほしひと思ふが兄ハ 頃向ふへ注文する事ハなひか若序があつたら一所ニ注文して置ひてくれぬ △
か其折ニ石油も何時も君ニ面倒バかり掛ける事だ今一ハ此度の出品目録がほしひと云ふ者があるがもし遺物ハあるまひか
　
あるなら一部
送つてくれぬか、是も御願ひの一つだ　
十一月三十日
　　
ふぢしま
久米兄 △
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封筒（縦一八・九㎝、横七・六㎝）（表）（裏）
東京京橋区三十間堀二丁目九番地
　
　
久米桂一郎殿
　
　　　　
親展
　　　　
三重縣津市
　　　　
塔世西浦六十二番地
　
固
　　
藤島武二
　
　　
十一月三十日
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（（．黒田清輝宛藤島武二葉書
（明治二十八年十二月八日）
　
（の手紙で藤島が黒田を冬休み中に訪ねたいと述べており、この葉書は藤島が京
都に黒田を訪問しようとして確認を求めるものであったと思われる。
前略　
貴兄ニハ猶其地ナルヤ
　
乍面倒一筆回答ヲ煩
　
度きものなり
　　　
三重縣津市塔世西浦六十二
　
藤島武二
十二月八日京都市円山公園写真師松原方黒田清輝殿
明治二十八年十二月八日付葉書
　　　　　
（縦一三・九㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
（（．黒田清輝宛藤島武二葉書
（明治二十九年一月一日）
　
年賀状。
恭賀新禧　　　
三重津市塔世西浦六十二
廿九年正月元旦
藤島武二
東京市麹町区平川町六丁目黒田清暉殿
（裏）（表） 明治二十九年一月一日付葉書
　　　
（縦一三・九㎝、横八・九㎝）
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（（．黒田清輝宛藤島武二書簡
（明治二十九年一月九日）
　
長文の手紙である
）（
（
。藤島は十月二十二日の手紙で中学校の冬休みの間に京
都にいる黒田のもとを訪ねて指導を受けたいと伝えており、十二月八日の葉書で黒田がまだ京都にいるか尋ねて訪問の時期をうかがっていた。しかしこの書面には藤島の手紙に返事 くれなかったと書いている。久米が十二月十六日に結婚式をおこなうため、黒田にいつ上京するかを尋ね 手紙を十二月十日付で出しているため
）（
（
、黒田が藤島の手紙と入れ違いに上京してしまった
可能性があるだろう。そのために藤島が を訪問するこ を断念したか、あるいは黒田を訪ねても留守であったことも考えられるだろう。文面から黒田が藤島の絵についての批評を一月七日付 手紙で書き送った がわかるが、藤島が黒田の留守中 絵を置いてく などをしていなけ ば、前年秋の明治美術会出品作を念頭に批評したこと な 。黒田から「気取り過ぎる」傾向を指摘され、同じようなことは以前 も指摘されていたが、黒田の言葉は素直に聞く気持ちになったことを述べている。 「気取り過ぎ」という言葉がどのような内容を指すのかは、当時の作品が残って ない め正確には不明だ 、たとえば「失恋」と題してほしいとして送った作品 よう 、一種の物語的な演出を指すのであれば、後 「浪漫主義」的な資質につ がるのであろう。藤島が黒田の自然主義 は異なる個性を持っ ことに、田が気づいていたことを示す指摘 る。　
また文末では黒田に画材をフランスから取り寄せるならば自分の分も頼み
たいと書いている。十一月三十日付の久米宛の手紙で久米 問 合わせたが、その関係で黒田に頼んでいる である。 高価な輸入絵の具無理をしてでも入手したいと強く望んでいた様子 わかる。 自身も京都で絵の具が足らずに久米から融通してもらおうとして、久米 日本にも似た絵の具があると書き送っており
）（
（
、輸入絵の具は彼らの間でも貴重であった。
東京美術学校教授黒田清輝宛のパリ、モンパルナスの画材屋、シャルボ氏からの手紙
）（
（
によって、滞仏中より黒田がこの画材屋と懇意であったことからこ
こを通じて帰国後も画材 購入していた様子がうかがわれ 。
先き頃一二回手紙をだして見ても絶へて返詞をくれぬから君ハ全く僕を捨てたかと一寸思つても見たが、否々大山ハ土壌を譲らす大河ハ細流を擇バすとか云ふこともあるから君の度量としてそんなことハあるまひと信して居た果して七日附の君の手紙に接し未だ全く君に捨てられなんだことを確むるを得実ニ歓喜ニ堪へなんだ、特に書中僕の畫を批評してくれたこと ハ実ニ其の君の高誼ニ感泣した、君の片言の批評ハ実ニ僕の為にハ千斤の値うちがある、 ハ今君の為ニ極ハれて蘇生したかの感
明治二十九年一月九日付封書
　　
（各
縦一七・六㎝、横六〇・二㎝）
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がある、其譯ハ僕自らも己れの疵病の 所を遠から気が附かなんだでもなひ、即ち僕の畫ハ都べて気取り過ぎる傾きがあることハ自分ニも気が附ひて居た、其れに今迠自ら改めることの出来なんだのハ或時単より世俗に媚び畫をかく或る連中ニ其通りの批評を受けて、余ハ其時
　
なにくそ
と思つてやけになり、人の褒貶ハ一切構ハぬ気ニなつてしまつた只一筋ニ彼等の技術を遠ざかることのみを勉めた、是れが抑も僕の心得違ひの始まりだ
（
（）　
この書簡の影印と翻刻は、田中善明編「黒田清輝宛藤島武二書簡」 『藤島
武二・岡田三郎助展』二〇一一年、三重県立美術館、そごう美術館、一五一一五七頁のなかで紹介されている。
（
（）　
前掲『黒田清輝フランス語資料集』 、三一一三一二頁所収、
C
0（（ 。
（
（）　
前掲、
C
0（（ 。
（
（）　
前掲、
C
（0（, C
（0（ 。
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②
　
色の単調、形の不完全ハ充分気を附けたら段々改めることが出来ようが、此心得違ひ斗りハ自ら気が附いて居ても是れを改めるのが何んだか敵に降参する様で残念な心持がして居た 今思へバば実ニ迷ひのてつぺんだ、君の一言は実ニ頂門の一針、実ニ参つた実ニありがたひ、後来必す服膺してまじめに描くことにするこう言ふとなんだか申譯け様だが、僕等の境遇でハ一つのつまらぬ畫をかくにも非常な困難と闘ハねバならぬ、其れは全く技術の上の苦心で無く種々の困難と喧嘩せねバな 、其大敵の為にいつも失敗して自分の技量丈
〃
を一ぱい
415.indb   255 15/03/10   18:50
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
一
　
五
　
号
256
一一二
働かすことが出来なひ
　
技術家のうぬぼ
（
れ大抵こんなもの
）
　　　　　
　
だが
是れバかりハ実ニ情
な
ひ次
第
だ
其故 迠自分の名前を正當ニ記した畫ハ一つも無ひ、博覧会や頃〃
先頃の出品の如き実ニ君等に
見せた譯のもので無ひ處が此愧ぢを忍び得て又非常の利益を得た、僕の最も短所とする所を君に示摘された ハ実ニ僕の幸福である、此事ハ幾重にも君
〃
ニの恵みを感謝する處だ
是れから充分高示を服膺して勉強しよう、そうして此秋期の会迠
〃
迠頃ニハいくらか絵ニ似た
物でも描ひ手又見て貰うことしよう僕ハ今暗黒 裡をたどりつつあるなり此時微光となりて遥に僕を導くもの君を措ひて誰かあらん伏 て請ふ垂教を吝むなからんことを
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③毎もんなことで君を困らす譯だが此願聞ひてくれまひかねそれは他でも ひ絵之具を注文して貰うことだ、万一受合つてくれるなら品数ハ君等が是迠使つた様なもので好ひよ此暑中休みにちと本気に描ひて見たひと思ふから此度ハ「デコラシヨン」用で無ひ方が望みだ（なま意気な話だが
）
其中で銀白を少し
餘計にして其他の「ウルトラメール」とか「カ
〃
ランス□□カルマン」とか値段の高ひ方のがわ
ハ若し出来得るなら一本若し ハ二本づつ位にして置ひて貰ひ度ひ其辺 君のはからひニ任すそれから序ニ石油も欲しひ此度ハ「トアル」の方ハ止めだ右代金の事ハ猶此前聞 た様な工合ひニ品物が到着した上でよ か若しそう出来れば僕の方でハ最も幸だ、其内ニハどうか工面して決して君の方 ハ迷惑ハ掛けぬ積
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美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
一
　
五
　
号
258
一一四
りだ先〃
頃久米ニ君が此頃注文する序があ
りやせぬかと先頃久米ニ聞ひたから無遠慮ニもこんなことを申し込んで見るんだ、併しこんな事ハ存外手数の掛か ものだから君の方で余程迷惑ニ感ずる様 ら全く止めに ても宜ひのだ、遠慮なひ處で一寸返詞をしてくれぬか　　　
一月九日夜
　　 　　　
藤島武二
　　
黒田大兄
　　　　
研北
封筒（縦一八・〇㎝、横六・九㎝）（表）（裏）
京都市円山公園内松原写真師方　
黒田清暉殿
　　　　　
親展
　　
津市塔世西浦
　　
六十二
固
　　　
藤島武二
　
一月十日
415.indb   258 15/03/10   18:50
